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数理モデルを用いた網膜錐体間結合の機能解析に関する研究



































たグラフ (図 3，+) を指数分布の確率密度関数でフィッティン




膜電位 V (i)is は式 (1) に示す微分方程式で表される．キルヒ























































is   V (0)is )G(0-1)gap + (V (2)is   V (0)is )G(0-2)gap
+(V
(3)
is   V (0)is )G(0-3)gap + (V (4)is   V (0)is )G(0-4)gap (2)
Ios :外節電流 [pA]; gi :膜コンダクタンス [nS]; m : 膜時定数 [ms]
式 (2)で，V (i)is の上付き数字は図 1中の錐体の位置を表す．
3 シミュレーション結果
図 6は視野角度を直径 1度 (錐体数およそ 1万個)，入力画像




答 (図 6，左図) に比べて，カップリングした錐体モザイクのシ
ミュレーション応答 (図 6，右図) は隣接した錐体の応答との差
が小さくなり，全体的に応答が平滑化されていることがわかる．






















の輝度値 r,g,bをレベルXr; Yg; Zbに，L錐体，M錐体，S錐体の
モデル応答をレベル XL; YM ; ZS に分ける．入力画像のレベル





次に，同時確率 p(ai \ bj)は式 (3)，周辺確率 p(ai)及び p(bj)
は式 (4)を用いて求める．








p(ai \ bj); p(bj) =
bin3X
i=1
p(ai \ bj) (4)
3) 相互情報量計算





















た．また，ガウシアンノイズの標準偏差  を  = 10; 15; 20
と変更することでノイズの量を変化させた．ガウシアンノイズ
の平均 は 1とした．




プリングがないとき (Ggap = 0 [pS])とカップリングがあるとき











L錐体とM錐体の 2種類とし，L錐体の割合を 0{1まで 0.1ず
つ変化させて相互情報量を求めた．
図 9はGgap = 0; 1000; 2000; 3000[pS]の場合に LM比を変更
したときの相互情報量である．図の横軸が L錐体の比率，縦軸
が入力画像と各モデル応答の相互情報量である．カップリング
がある場合 (図 9，緑，赤，ピンクの線) はカップリングがない






























図 8 相互情報量 (ノイズ付加)
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